
これまで数多くの授業が行われ、たくさん
の学生達を見守ってきた日進キャンパスの
6号館、7号館の運用が終了し解体工事が
行われました。綺麗に整地された跡地の今
後の利用方法については今のところ発表
されていませんが、日進キャンパスの発展
のために有効に活用されることでしょう。
来年度、文学部・心身科学部同窓会は50周
年を迎え、創立記念式典が日進キャンパス
で行われます。足をお運びの上、変わりつつ
も変わらない日進キャンパスの懐かしさと
新しさを体験されてみてはいかがでしょう
か。皆様のご来場を心よりお待ち申し上げ
ます。

愛知学院大学 文学部・心身科学部

http://bundo.agu.ac.jp/

43第 号
発行日

2022年12月27日

以前の6号館
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健康科学部 誕生！

同窓会の皆様には日頃より大変お世話になり誠に
ありがとうございます。謹んで感謝を申し上げます。
心身科学部は、人々の心身の健康づくりに貢献す

るスペシャリストの育成を目指し、大学院心身科学
研究科と心身科学研究所と連携しながら、実践応用
学を重視した教育体制を構築して参りました。本学
部の卒業生達は、心身科学を深く学ぶことで培われ
た能力を生かして、国内外の数多くの教育・医療・福
祉分野や優良企業、行政機関など、多種多様な職域
で獅子奮迅の活躍をしてくれています。
そして、withコロナの新時代、どんなに社会が変
容しても、決して変わることのない不変の価値であ
る「健康」について体系的・総合的に学び、日本が直
面するフレイル（高齢化による衰え等）を始めとする
「健康寿命」に絡む諸問題に対して積極的に応える学
部として、2023年4月「健康科学部」が誕生します。
健康科学部は、承前啓後あるいは温故知新の精神

を大切に、心身科学部の良き歴史と伝統を受け継ぎ
ながら、激変する時代の要請に応えるべく「変化する
努力を怠らない」学部として精進して参ります。
大学は、学生にとって「宝」を探し出す知的冒険の
場です。学生一人一人の特性に適った専門的知識や
技能の修得、恩師や友との邂逅は、まさに掌中の珠

（最も大切なもの）です。健康科学部は、「連携」と「共
創」をキーワードに、人々の「健康」を複層的な視点
からアプローチし、人々が満足できる幸せな環境の
創造を実現するための実践的方策に関する教育と
研究に力を入れています。
本学部には、健康科学科と健康栄養学科の２学科
があり、健康科学科では、保健体育教諭・養護教諭、
言語聴覚士、健康運動指導士・スポーツトレーナー
など、老若男女を問わずあらゆる世代の方々の健康
づくりのスペシャリストを養成します。健康栄養学科
では、医療・保健・福祉だけではなく幅広い分野で活
躍できる管理栄養士を養成します。こうした多様性
diversityの豊かな教育環境を通して、学生達は考
え方や立場の異なる人達と互いに理解し合い、チー
ムの一員として連携できる豊かな共生感を育みな
がら、生涯の「宝」を見つけていきます。
昨今のICTやAI技術の飛躍的な技術革新の世界
のなかで、健康科学部だからこそできる「人づくり」
「仲間づくり」「健康づくり」を実践し、新しい可能性
を切り開いていく人材を輩出できればと願ってい
ます。
同窓会の皆様には、今後ともご支援のほど何卒よ

ろしくお願い申し上げます。

辰巳 寛教授

心身科学部 学部長

1970年（昭和45年）に文学部心理学科が誕生して2022
年で52周年になります。愛知学院大学に心理学科が誕生し
た時、今日のような心理学の発展を誰が予想できたでしょう
か。高度経済成長、そしてバブル経済の爛熟期を経て、次は
心の時代が到来するとは言われていましたが、全国津々
浦々に心理学あるいは人間関係学を標榜する大学・学部が
設立され、今や公認心理師という国家資格まで誕生するに
至る心理学界の発展の歴史と愛知学院大学心理学科の発
展はまさにその歩みを重ねてきたと言えましょう。
そして、このたび2022年（令和4年）に、愛知学院大学の
心理学科は心理学部へと昇格を果たしました。すでに多く
の大学において心理学部が誕生する中、待ちに待った瞬
間でした。

同窓会では、昨年の文学部創設50周年記念に続く、大変
慶賀なことと捉え、心理学部開設記念助成金を設け、その
出発を応援することとしました。
これまでであれば、開設記念講演会のような企画も考え

られたでしょうが、引き続くコロナ禍のため、多数の人が参
集するような企画は難しいと判断されたことから、本助成
は新たな分野として加わったデータサイエンスに関連し、
今や必携となったパソコンを貸し出し用に購入したり、ま
た、日本では入手が難しいソフトを購入するなど、心理学部
の新たな学問分野の発展に寄与する機器備品等の購入に
充てています。
心理学部の今後の発展の期待が高まります。

心理学部開設記念助成金について 文学部・心身科学部同窓会会長　小田　久洋

しょうちゅう たま
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収入の部 支出の部

令和3年度 会計決算報告（単位：円）

日時●令和4年6月12日（日）13時～　場所●名古屋東急ホテル

収入の部 支出の部

■備品明細■周年事業積立金
〈注1〉決済型預金  ペイオフ対象外

令和4年度 会計予算（単位：円） 財産目録（単位：円）

同窓会では、令和4年度から、新たに同窓生の活動についてのサポートを始めました。「卒業生・大学院博士課程
前期修了生以上の研究・文化的活動助成金」「同窓生の健康増進・生涯スポーツ活動助成金」「同窓生の地域・
社会貢献活動助成金」の3つです。その趣旨は、文学部・心身科学部の卒業生ならびに大学院修了生が行っている
3つの活動に対して、同窓会が顕彰ならびに褒賞し、その活動へ助成するものです。最大採択件数は10件までで、
いずれも1件につき10万円あるいは30万円の金額を助成します。詳細は、同窓会HPの「お知らせ・トピックス」に
掲載していますので、そちらをご覧になりご応募ください。

令和4年度の総会は書面審議と対面審議の両
方で実施しました。
書面審議は総会関係資料を事前にホームペー

ジにて公開し、賛否の表明を頂きました。対面審
議は2年ぶりに同窓生の方々に集まって頂く形で
行いました。両方を実施したことにより、多くの同
窓生に審議にご参加頂けました。
2年ぶりの対面審議は名古屋東急ホテルを会

場として、ご来場時に検温、手指の消毒を行い、
会場内にはテーブルを設置し、間隔を開けての
着席とし、審議を行いました。コロナ禍ということ
もあり、懇親会は中止しましたので、飲食は基本
禁止でしたが、小休止時に飲み物などの提供を
行いました。アトラクションとして同窓生演歌歌
手の梓夕子さんのミニステージやプロのバンド
による演奏などの他、恒例の抽選会を行いまし
た。久々の対面による会ということもあり、非常
に実りの多い総会だったと思います。
書面審議、対面審議、

それぞれにメリットがあ
るので、それらを踏まえ
今後どういった形での総
会、懇親会が良いのか模
索していきます。

⑴ 理事会の開催  ※原則として年度２回開催の予定
　 �第1回理事会：令和４年５月２２日（日）１３：００～１５：００
⑵ 常任理事会・各部会議の開催

〉会事理任常〈 　  ※原則として月1回開催の予定
　 �第1回常任理事会：令和４年４月９日（土）１９：００～２１：００
　 �第2回常任理事会：令和４年５月２２日（日）１１：００～１２：００

〉議会部各〈 　  ※必要に応じて随時開催の予定
⑶ 第49回文学部・心身科学部同窓会定期総会
　 �総会：令和４年６月１２日（日）１３：００～
⑷ 同窓会会報第43号の発行（令和4年12月発行）
⑸ 新会員向けに同窓会ハンドブックの発行
　 �令和4年度卒業生（文学部・心身科学部新（正）会員）への配布
⑹ 準会員（学生）への助成および支援
　 �奨学生、支援クラブ、特別奨学生への奨学金・助成金の給付
　 �卒業謝恩会等への助成　�準会員と教員との親睦等への助成
　 �大学院生研究会への助成　�コロナ禍に対応した必要な支援の実施
⑺ 同窓生による諸活動への助成
　 �正会員及びその主催する団体へ諸活動を支援
⑻ 同級会等開催への助成
　 �開催案内発送のための通信費助成及び事務代行
⑼ 愛知学院大学同窓会連絡協議会への協力
　 �愛知学院大学すべての学部同窓会の相互協力関係の構築と大学への協力を進める
⑽ 地方同窓会（関東・関西・広島・山陰・四国）への助成
　 �地方同窓会本部（商経会）を通じての助成
　 �本会独自に地方同窓会所在地周辺在住の会員へ、地方同窓会の開催案内を送付
⑾ 愛知学院大学文学部、心身科学部及び心理学部への協力
　 �文学部、心身科学部、心理学部役職教員との親睦会の開催　�コロナ禍に対応した必要な支援の実施
⑿ 愛知学院大学文学部・心身科学部同窓会創立５０周年記念事業の準備
　 �令和５年度の創立５０周年記念事業の準備を進める
⒀ その他、本会の目的を達成するために必要な事業
　 �令和４（2022）年度開設の心理学部生対象の同窓会事業

※懇親会は中止とし総会のみを実施。ただし、アトラクションとして
　同窓生の演歌歌手・梓夕子さん、アンサンブル・リベルタの演奏、
　抽選会を実施

自：令和3年4月 1日
至：令和4年3月31日

自：令和4年4月 1日
至：令和5年3月31日 令和4年3月31日現在
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奨学生と支援クラブの紹介
心身科学部�心理学科3年

浦本　晏李
文学部�グローバル英語学科2年

センタム　詩音
心身科学部�心理学科2年

山田　涼将
心身科学部�健康科学科4年

杉浦　愛里

文学部�日本文化学科2年

角野　望叶
文学部�日本文化学科3年

鷲尾　菜々美
心身科学部�心理学科2年

山田　菜々花
文学部�日本文化学科3年

藤牧　宮

奨学生からは
�資格を取るための教材を購入
　したい
�学費と生活費に充てたい
�通学費用を軽減し、資格を取得したい
�インターンシップに参加するため必要なものを新調したい
などの希望が述べられました。

この度は相撲部に令和4年度クラブ支
援金を給付いただき誠にありがとうござ
いました。支援金は主にユニフォームとカ
メラの購入に充てました。新入生が7名入

部したことにより、ユニフォームの
新調は厳しいと考えていました
が、購入することができ大変感謝
しております。
また、カメラを購入し稽古や試
合の様子を鮮明に撮影すること
ができるようになり、部員の士気
を高めることができました。
今後とも相撲部の活動にご支
援賜りますようよろしくお願いし
ます。

この度ご支援いただきありがとうございました。
この支援金でフラダンスサ－クルをより充実させ
ることができます。
これからは、より多くのイベントに参加し、活気の
あるサークルにしていきたいと思います。
今後ともよろしくお願いいたします。

同窓会では、学部生、大学院生を対象とした助成活動を行っています。

�学生個人向けの奨学金 �クラブ向けの支援金 �教員と学生との親睦への助成
�卒業記念パーティー、卒業記念アルバムへの助成 �大学院生研究会への助成 等

これらは卒業時にお配りしている「同窓会ハンドブック」に内容を掲載し紹介しています。
なお、この他にコロナ禍における困窮学生への助成、文学部５０周年への助成、心理学部開設に
伴う助成など、幅広く在学生と学部への助成を行っています。
また、同級会開催への助成など、同窓生への助成も行っています。
詳しくは本会事務室までお問い合わせください。

日本拳法部主将の鈴木都です。この度は我々の部にご支援いただきまして誠にありがとうござ
います。
今年度は新型コロナウイルスによる規制も緩和されつつあり、練習や大会なども例年通り行える

ようになってまいりました。特に今年度は勧誘活動が行えたこともあり、多くの新入部員を迎えるこ
とができました。その中の多くが文学部や心身科学部の学生です。彼らは未経
験ながら真剣に日々の練習に取り組んでおり、先日行われた個人戦では初出場
で優勝する選手が出るほどの成長を見せております。
今回いだたいた支援金は彼らのグローブやサンドバックなど練習環境の向上
のために使用させていただいております。これからも練習に励み、より良い結果
をあげられるように精進して参りますので今後ともご支援のほどよろしくお願い
申し上げます。

かおる

日本拳法部

相撲部
フラダンス
サークル
olioli

令和4年度

文学部・心身科学部・心理学部の学部生／大学院生〈準会員〉を対象とした助成等の活動について
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塚本　早織 講師（教養部より異動）
名古屋大学大学院環境学研究科
博士（心理学）最終学歴

心理学部 心理学科

小野島　昂洋 講師
早稲田大学大学院教育学研究科
博士（学術）最終学歴

心理学部 心理学科

城戸　裕子 准教授（健康科学科より異動）
日本社会事業大学大学院社会福祉学研究科博士後期課程
博士（社会福祉学）最終学歴

心理学部 心理学科

坂野　雄一 教授
東京工業大学大学院総合理工学研究科博士課程
博士（工学）最終学歴

心理学部 心理学科

熊谷　琴美 講師
名古屋学芸大学大学院栄養科学研究科後期博士課程
博士（栄養科学）最終学歴

心身科学部 健康栄養学科

竹中　香名子 講師
国際医療福祉大学医療福祉学研究科保健医療学専攻
博士（看護学）最終学歴

心身科学部 健康科学科

広中　一成 准教授
愛知大学大学院中国研究科博士後期課程
博士（中国研究）最終学歴

文 学 部 歴史学科令和4年
4月

新任教員
の

紹介

小生の半世紀は、学院の発展とともに歩んできました。師に恵まれ、良き友に
出会い、豊かな人生を送ることができたのも学院であったからだと思いました。

第一回生として入学した昭和45年（1970）、生涯の師となる江見佳俊先生
（故）から呼び出されて、「自分たちの新入生歓迎会をやれ！」と否応なしに言
われ企画運営を担い、その後も卒業謝恩会や後継者の育成指導も一任され
た。4年生になると「同窓会を創れ！」と一言、おかげで小出学長（故）をはじめ、
他学部同窓会、大学後援会などオール学院の幹部諸氏から初代文学部同窓
会長として恩恵がいただけました。

新設された大学院では、著名な先生方からの指導を独り占め、短期大学文
科の非常勤講師として採用されました。

そして何よりの思い出は、平成16年心身科学部健康科学科の増設に参画さ
せていただき、今日までの発展に寄与できたことです。

最後になりましたが皆さんのご健勝を祈念して「老兵は知らない自分を探し
に消え去ります」

学院とともに歩んだ私の半世紀

退職者のご紹介と
ご挨拶 

心身科学部 健康科学科  片山　和男 先生

菊池一隆先生は2022年3月末を以て文学部歴史学科を退職されました。先生は東洋近現代史、特に日中
戦争史や華僑の研究を専門とされ、本学には平成17年に教授として着任、以後17年にわたって教育・研究
指導にあたられました。その間、博士学位取得者を含む優秀な研究者も多く育成され、それらの功労によって本
学から名誉教授の称号を授与されました。
本書は先生の退職を記念して刊行されたもので、歴史学科にゆかりのある教員・非常勤教員ならびに先生

の指導を受けた研究者11名による日本、中国、台湾、シンガポールなど近現代東アジア地域に関わる気鋭の
論考を集めたものです。
また本書の後半は、先生の略歴、業績一覧、自身の執筆による書評、研究雑記、そして歴史学科刊行の

『歴史への飛翔』に掲載されたエッセイなどを収め、東アジア近現代世界の多彩と豊饒を伝える重厚かつ興味
深い論集として一読の価値のある書籍となっています。

菊池一隆教授退職記念論集「東アジア近現代世界の諸相」のご紹介

文学部歴史学科  教授  小林　隆夫

令和4年3月

文 学 部
歴史学科

菊池 一隆 先生

心身科 学 部
健康栄養学科

榎本 眞理 先生

心身科学部
健康科学科

片山和男 先生
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同窓会の事務室は、日進キャンパス３号館１階にあります。本部棟の東隣にある３号館
の西口から入り、右側にあるキャリアセンター、その隣にある丸善売店を超えた奥に
あります。
これまで同窓会事務室の空調は、空調そのものが中央制御される仕組みでしたの
で、独自に空調のON・OFFや風量調整などを行うことができませんでした。
このたび大学側のご理解と支援をいただき、空調をリニューアルし、風量調節の個別
スイッチを取り付けていただき、天井パネルも張り替えていただきました。
この場を借りて大学に厚く感謝申し上げたいと思います。
なお、これまで３号館南側にあった６号館が、日進キャンパス再編のために取り壊され

たことにより、同窓会事務室南側窓からの景色が一変し、東名高速道路や日進市が広く
見渡せる状態になっています。これにより同窓会事務室からも四季の変化を感じやすく
なりました。ぜひ同窓会事務室にお寄りください。

文学部・心身科学部同窓会事務室空調リニューアル

同窓会ホームページの「お知らせ・トピックス」欄では、同窓
会のさまざまな情報を発信しています。コロナ禍においては、
総会議案等の重要な情報も期間限定ではありますが掲載し
ました。更新が遅れているページもありますが、順次更新の予
定です。是非チェックしてください。
なお、「住所変更」の場合は、ホームページからご連絡いた
だくのが便利です。ホームページの「同窓会事務室」のバナー
をクリックした後「同窓会事務室」→「住所・氏名変更があっ
た場合」の順にお進みください。
また、各種申請書等もホームページからダウンロードできます。

文学部・心身科学部同窓会ホームページ
http://bundo.agu.ac.jp/

同学年同学科の同窓と
 盛り上がろう！ 事務局よりホームページのお知らせ

新型コロナウイルス感染症については、感染の増減が繰り
返されていますが、全体としては行動制限も緩和される方向
にあり、元通りとはいかないまでも、本来の日常あるいは新し
い日常に近づいてきたことを感じます。サッカーワールドカッ
プをはじめ国内外で多数のスポーツイベントが開催され、テレ
ビ画面にくぎ付けの方も多かったのではないでしょうか。
このような中、今年度はこれまでに同級会がひとつ開催さ
れ、嬉しいご報告をいただきました。
さて、事務局では同級会開催のお手伝いをしております。
同級会開催日が決まりましたら代表幹事さんは、開催3か月

前に事務局にご連絡ください。事務局では、同学科同学年の
同窓生全員に、同級会開催のご案内を通知し、幹事さんにお
返事が戻るよう手配致します。申請書・報告書を送付いたしま
すので、ご記入後事務局までご返送ください。同級会は10人
以上の出席で助成対象と
し、参加者1名につき2,500
円、最大10万円まで助成い
たします。
詳細は事務室までお問い
合わせください。

同級会開催補助のご案内

文学部国際文化学科（91K….組）は1995年卒業以来の同級会を2022年10月22
日に開催いたしました。
今回は卒業25周年を記念し2020年に開催する予定だったものの、コロナ終息の

メドがたたず2年先延ばしとなりました。
会場は東区代官町の「イノーヴェ」。とても落ち着いた同店を貸し切り、美味しい食
事、お酒とともに、20名のクラスメートはしばし日々の雑事を忘れ、なつかしき面々
と語らいながら楽しいひと時を過ごすことができました。
今後は4，5年毎に再開することを約して散会となりました。

文学部国際文化学科（91K….組）同級会報告文学部国際文化学科（91K….組）同級会報告
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2023年秋に、関東、関西、北陸、九州の4地区（４ヵ所）に
て、地方在住会員を対象とした「同窓会地方懇親会」を開催
します。本懇親会の目的は、愛知で開催される総会・懇親会
に参加が難しい地方在住の会員の皆さんを対象に、地方で
同窓会を開催することで、地方在住会員の皆さんへの還元、
そしてつながりの強化をめざします。懇親会には会員の皆さ
んにお楽しみいただけるようなアトラクションもご用意いた
します。
詳細が決まりましたら、ホームページにて公開しますの

で、お近くで開催の際は、ぜひご来場ください。

同窓会地方懇親会の開催

本会は、2023年度の健康科学部の開設により、健康科学
部の第1回卒業生が出る2027年に同窓会を構成する学部
が、文学部、心理学部、健康科学部の3学部となります。
そのため、2007年に制定された現在の名称である「文学
部・心身科学部同窓会」は、実状に合わなくなります。
そこで、来年度の創立50周年を機に、新しい名称を募集

することとしました。
新しい名称は、会員及び在学生、また可能であればクリ

エーターなどの専門家も交えた形で広く候補を募り、決定
したいと思います。
つきましては、会員の皆様に広く新しい名称を募集いたし

ます。積極的にご応募ください。なお、募集方法は、本会ホー
ムページに掲載予定ですので、そちらをご確認ください。

新名称募集のお知らせ

同窓会は、令和5年（2023年）に創立50周年を迎えます。
創立147年を迎える愛知学院の歴史の中では、やっと3分の1の歩みを遂げたに過ぎませんが、
50年という時の流れ（あるいは重み）を感じつつ、創立50周年を心から祝福し、迎えたいと思います。
それでは、創立50周年記念事業の現在（2022年11月）の取り組み状況をお伝えします。

創立50周年を記念して記念講堂で開催します。
学生オーケストラの演奏、そしてチアリーダー部による元気いっぱいのチアリーディングがオープニングを飾ります。
記念式典の後は「けやきテラス」に場所を移し、ランチや学生団体の発表をお楽しみください。

2023年

6月11日

創立50周年記念式典

■創立50周年記念式典・定期総会スケジュール（案）

�グリーティングセレモニー（管弦楽団、チアリーダー部）
�開会のことば（司会）
�会長挨拶　�学長挨拶　�学部長挨拶（3学部代表）
�創立50周年記念事業ご紹介
�校歌斉唱（管弦楽団、グリークラブ）

創立50周年記念定期総会

ランチタイム（会場）けやきテラス1階

※同時進行

�本会新名称発表　�奨学生伝達式

アトラクション
❶学生クラブの発表　（会場）けやきテラス２階
❷学内ツアー　（会場）文学部博物館、坐禅体験他、見学スポット
❸学科別懇談会　（会場）3号館

11：00▶12：00

12：15▶13：00

13：20▶14：30

14：30▶16：00

16：00　終了予定
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